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 コロナ禍の中で、マスクの着用や密を避けるために給食時のテーブルの配置、消毒、換気などに配

慮して過ごしています。北風が冷たく朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。今年も残すところ１

か月。乾いた空気や、寒暖の差で風邪をひきやすくなります。また、冬に多い、ウイルスや細菌によ

る嘔吐や下痢が流行します。予防のためには、「手洗い」が大切です。毎日の生活の中で身につくよう

にしていきたいと思います。 

 給食で、味噌汁、けんちん汁などの、汁物がでると「やったー！」 

と喜ぶ子どもたち。食欲が増すようです。また、寒い時は体も温まり、 

より美味しくいただくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

１２月 食育だより 

１ だしを味わう 
 汁物は、だし汁の旨みを味わうのに 
最も適した料理形態です。その味と香り

が人の感覚器に心地よい刺激を与え、食

欲増進に大きな役割を持っています。 

２ 水分補給 
 のどを滑らかにして食べ物を食道や胃

に送るとともに、一日に必要な水分をと

るためにも役立っています。 

３ 野菜をとる 
 一汁一菜の場合、おかずはたんぱく源

となり、汁が野菜を引き受ける役割を果

たします。 

４ 発酵食品をとる 
 みそ、しょう油といった伝統的な醗酵

食品を効果的に使う調理形態です。 

５ マナー面でも重要 
 最初に汁物に箸をつけると、箸先にご

はん粒がつかず、きれいに食べることが

できます。 

 
 
 

―野菜の栽培― 

 
保育園のミニ畑やプランターに、大根、たまねぎ、ブロ

ッコリー、キャベツを植えました。また、小松菜の種も蒔

きました。近所の方から、そら豆の苗とイチゴの苗をいた

だき、早速植えました。「イチゴは僕たちが小学校へ行っ

てからなるんかなぁ」とちょっと残念そうですが、水遣り

に精を出してくれる頼もしいきりん組の子どもたちです。    
子どもたちには、毎日食べている野菜がどのように畑で

育っているか一緒に観察し、知らせていきたいと思ってい

ます。もちろん、収穫できた際には、クッキングにも挑戦

したいです。 

  だしのはなし 

 

 

美味しいだしで汁物、でも手間が
かかって…。つい市販のだしを使っ
てしまいがちですが意外と簡単にで
きるだしの取り方、是非お試しを！ 

 
麦茶用のなどの容器に水１ℓ、昆

布１０㎝、鰹節２０ｇを入れ一晩冷
蔵庫へ。煮干しや、干ししいたけでも OK。 

保育園の味噌汁は、煮干しでだし
をとっています。美味しいだしは、
料理のおいしさが引き立ちます。 

 
 
 


